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平成２９年度シラバス

教 科 科 目 名 単位数 科（学年） 必・選（授業形態） 担 当 教 諭

芸 術   美術Ⅰ ２    １   選択        印

教科書    高校美術１ 日本文教出版 副教材

【 教科（科目）の目標 】

  美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし美術を愛好する心情を育てるとともに、
感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。    

【 評価の観点 】   
関心・意欲・態度 美術を愛好し、表現の主題や形式などに幅広く関心をもち、意欲的、主体

的に表現や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

芸術的な感受や
    表現の工夫

感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、豊かに発想し創造的に表
現を工夫する。

創造的な表現の技
能

想像的な表現をするために材料・用具を生かして表現する技能を身に
付けている。

鑑賞の能力 作者の心情や意図と表現の工夫、生活や自然と工芸との関連、日本の美術
の歴史などを理解し、そのよさや美しさを創造的に味わう。

【 評価方法 】    
  評価の方法 割合    具体的な評価の方法など

関心・意欲・態度
  ４０
％

授業に対する意欲はあるか。課題に対して興味関心を持ち熱心に取
り組めたか。毎日の勤怠状況、授業態度はどうか。準備、片付け
、清掃はできているか。課題の提出はできたか。プリントや宿題
など提出物はきちんと出されているか。忘れ物はないか。

芸術的な感受や
    表現の工
夫

２０％ 個性的で想像性豊かな作品を制作できたか。作品がオリジナルで独創

性があるか。アイディアスケッチを多く残し、その中から独自の形

や色彩を表現できたか。

創造的な表現の技
能

２０％ 課題内容や制作方法を理解できたか。条件に従って作品が制作され
ているか。計画を立てて、期限内に作品を完成できたか。丁寧で
、完成度の高い作品を仕上げたか。素材、道具の扱い方は正しい
か。また、独自の制作方法をあみ出すことができたか。必要に応
じ実技テストを行う。

鑑賞の能力   ２０％ 自他の作品の良さや美しさを感じ取り、それを言葉や文章又は発表
で表現できるか。日本や諸外国の美術作品の特質が理解できるか
。映像機器、地域の美術館、情報ネットワークを活用し多角的に
鑑賞の活動に取り組み、理解を深めたか。必要に応じてペーパー
テストを行う。

【 おすすめの学習方法・アドバイスなど 】

・アイディアが浮かびにくい人は、普段生活している中で自分が面白いと感じる写真や雑誌等を
切抜きし、スクラップしておくと良いでしょう。

・機会があれば展覧会や展示会に足を運び、たくさんの作品にふれましょう。

・提出期限内に完成できるよう、作業計画を立てて、作品を制作することを心がけましょう。

校長印 教頭印



- 2 -



- 1 -

平成２９年度シラバス

教 科 科 目 名 単位数 科（学年） 必・選（授業形態） 担 当 教 諭

芸 術 美術Ⅱ  ２   ２   選択         印

教科書 高校美術２ 日本文教出版 副教材

【 教科（科目）の目標 】

美術の創造的な諸活動を通して、美術体験を豊かにし、美術を愛好する心情を育てるととも
に

感性を高め、美術文化についての理解を深め、個性豊かな美術の能力を高める。   

【 評価の観点 】

関心・意欲・態度 美術を愛好し、表現の主題や形式などに幅広く関心をもち、意欲的、主体
的に表現や鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

芸術的な感受や
    表現の工夫

感性を働かせて美術のよさや美しさを感じ取り、豊かに発想し創造的に表
現を工夫する。

創造的な表現の技
能

想像的な表現をするために材料・用具を生かして表現する技能を身に
付けている。

鑑賞の能力 作者の心情や意図と表現の工夫、生活や自然と美術との関連、日本の美術
の歴史などを理解し、そのよさや美しさを創造的に味わう。

【 評価方法 】
・各学期ごとに評価の観点を踏まえた評価基準により評価を行う。
  （評価基準は、課題によって多少違ってきます。）

・各学期は、以下の配分で評価を行い、１･２･３学期の成績を統合し年間の学習成績とする。

  評価の方法
割合    具体的な評価の方法など

関心・意欲・態度
  ４０
％

授業に対する意欲はあるか。課題に対して興味関心を持ち熱心に取
り組めたか。毎日の勤怠状況、授業態度はどうか。準備、片付け
、清掃はできているか。課題の提出はできたか。プリントや宿題
など提出物はきちんと出されているか。忘れ物はないか。

芸術的な感受や
    表現の工
夫

２０％ 個性的で想像性豊かな作品を制作できたか。作品がオリジナルで独創

性があるか。アイディアスケッチを多く残し、その中から独自の形

や色彩を表現できたか。

創造的な表現の技
能

２０％ 課題内容や制作方法を理解できたか。条件に従って作品が制作され
ているか。計画を立てて、期限内に作品を完成できたか。丁寧で
、完成度の高い作品を仕上げたか。素材、道具の扱い方は正しい
か。また、独自の制作方法をあみ出すことができたか。必要に応
じ実技テストを行う。

鑑賞の能力   ２０％ 自他の作品の良さや美しさを感じ取り、それを言葉や文章又は発表
で表現できるか。日本や諸外国の美術作品の特質が理解できるか
。映像機器、地域の美術館、情報ネットワークを活用し多角的に
鑑賞の活動に取り組み、理解を深めたか。必要に応じてペーパー
テストを行う。

【 おすすめの学習方法・アドバイスなど 】
・アイディアが浮かびにくい人は、普段生活している中で自分が面白いと感じる写真や雑誌等を
切抜きし、スクラップしておくと良いでしょう。
・機会があれば展覧会や展示会に足を運び、たくさんの作品にふれましょう。
・提出期限内に完成できるよう、作業計画を立てて、作品を制作することを心がけましょう。
   

校長印 教頭印
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平成２９年度シラバス

教 科 科 目 名 単位数 科（学年） 必・選（授業形態） 担 当 教 諭

芸術 音楽Ⅰ ２ １学年 選 択         印

教科書 教育芸術社「music view」１ 副教材

【 教科（科目）の目標 】

芸術の幅広い活動を通して、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高

め、芸術の諸能力を伸ばし、豊かな情操を養う。

【 評価の観点 】  

関心・意欲・態度
芸術文化を尊重するとともに、個性を生かして意欲的、主体的に表現や

鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

技能・表現
感性を働かせて芸術のよさや美しさを感じ取り、創造的に表現を工夫す

る。

思考力・判断力 創造的な芸術表現をするために必要な技能を身に付けている。

知識・理解 芸術を幅広く理解し、そのよさや美しさを深く味わう。

【 評価方法 】    
  評価の方法 割合    具体的な評価の方法など

(1) 定期テスト ２０％
学期毎に期末考査に基礎知識テストを実施する。テストは授業内

容を主にして出題する。

(2) 実技テスト ３０％ 各学期毎に実技テストを実施し、表現力・歌唱力を観る。

(3) 鑑賞力 １０％ 多様な音楽への関心と主体的に鑑賞することができるか。

(4) 態度・提出物 ４０％
学習用品・教科書の持参、ファイル提出、出席状況、音楽への関

心、意欲、態度、発問への主体姿勢により総合的に判断する。

【 おすすめの学習方法・アドバイスなど 】

①授業でもらった楽譜やプリントはしっかり保管しましょう。

②歌唱に関しては、楽しみながら自分の歌いたいように歌いましょう。

③器楽に関しては、クラスメイトと協力して練習しましょう。

④音楽の授業は、態度点が半分を占めるので、授業態度に気をつけ、積極的に授業に参加しま

しょう。

⑤音楽大学や保育系への進学を希望している生徒は、積極的に音楽の先生に申しで、情報を収

集し、放課後の特別授業等を受けるようにしましょう。

校長印 教頭印
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平成２９年度シラバス

教 科 科 目 名 単位数 科（学年） 必・選（授業形態） 担 当 教 諭

芸術 音楽Ⅱ ２ 普通科・２学年 選択        印

教科書 教育芸術社「music view」２ 副教材

【 教科（科目）の目標 】

芸術の幅広い活動を通して、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高

め、芸術の諸能力を伸ばし、豊かな情操を養う。

【 評価の観点 】  

関心・意欲・態度
芸術文化を尊重するとともに、個性を生かして意欲的、主体的に表現や

鑑賞の活動を行い、その喜びを味わおうとする。

芸術的な感受や表現の工

夫

感性を働かせて芸術のよさや美しさを感じ取り、創造的に表現を工夫す

る。

創造的な表現の技能 創造的な芸術表現をするために必要な技能を身に付けている。

鑑賞の能力 芸術を幅広く理解し、そのよさや美しさを深く味わう。

【 評価方法 】    
  評価の方法 割合    具体的な評価の方法など

(1) 定期テスト ２０％
学期毎に期末考査に基礎知識テストを実施する。テストは授業内

容を主にして出題する。

(2) 実技テスト ３０％ 各学期毎に実技テストを実施し、表現力・歌唱力を観る。

(3) 鑑賞力 １０％ 多様な音楽への関心と主体的に鑑賞することができるか。

(4) 態度・提出物 ４０％
学習用品・教科書の持参、ファイル提出、出席状況、音楽への関

心、意欲、態度、発問への主体姿勢により総合的に判断する。

【 おすすめの学習方法・アドバイスなど 】

①授業でもらった楽譜やプリントはしっかり保管しましょう。

②歌唱に関しては、楽しみながら自分の歌いたいように歌いましょう。

③器楽に関しては、クラスメイトと協力して練習しましょう。

④音楽の授業は、態度点が半分を占めるので、授業態度に気をつけ、積極的に授業に参加しま

しょう。

⑤音楽大学や保育系への進学を希望している生徒は、積極的に音楽の先生に申しで、情報を収

集し、放課後の特別授業等を受けるようにしましょう。

校長印 教頭印
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